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め
だ
か
く
ら
ぶ

文
責 

端 

晶
子 

               

な
お
、
コ
ロ

ナ
禍
等
の
た

め
、
予
定
変
更

が
生
ず
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

５
月
の
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
は 
６
組
の
方
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
の
中
で
大
切
に
取
り
入
れ
て

い
る
「
わ
ら
べ
う
た
」
を
ご
紹
介
し
、
一
緒
に
あ
そ
ん

だ
り
、
ま
た
「
絵
本
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
遊
び
な
が
ら
、
参
加
者
の
方
々
同
士
の
会

話
も
は
ず
ん
で
和
や
か
な
時
間
で
し
た
。 

 

５
月
の
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム 

入
園
見
学
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

入
園
見
学
会
で
は
豊
玉
保
育
園
の
概
要
の
説
明
と
園
内

の
見
学
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
入
園
申

し
込
み
が
近
づ
く
と
定
員
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
日
程
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

豊玉保育園では地域の方々に

も絵本の貸出を行っています！

めだかくらぶに遊びに来た際な

ど、ぜひご利用ください。 

保
育
園
の
保
護
者
と
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？ 

育
児
講
座
「
子
育
て
の
こ
れ
で 

い
い
の
か
な
？
に
寄
り
添
う
時
間
」 

 
 
 

講
師 

社
会
福
祉
法
人 

高
洲
福
祉
会 

理
事
長 

樋
口
正
春 

６
月
19
日
（
金
）
18
時
～
19
時
15
分 

豊
玉
保
育
園
ホ
ー
ル 

お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
場
合
は
、
保
護
者
の
方
と
一
緒
に 

参
加
と
な
り
ま
す
。 

電
話
ま
た
は
口
頭
で
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

豊
玉
保
育
園
℡ 

０
３
（
３
９
９
１
）
４
４
８
４ 

今月の 

お楽しみプログラム 

６月 17日（水） 

『お花を飾ろう』 
６月生まれの 

誕生会も行います。 
 

ふれあいランチ 

6月 17日（水） 

25日（木） 
  

 

地
域
の
親
子
を
対
象
に
、
保
育
室
や
園
庭
あ
そ

び
、
毎
月
の
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
育
児
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】
平
日
の
月
～
金
曜
日 

 

【
時
間
】  

10
時
00
分
～
11
時
30
分 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ 

わ
ら
べ
う
た
・絵
本 

ふれあいランチとは 

保育園の昼食を園児と同じ場で食べて頂くも

のです。同じくらいの年齢の子どもたちの食事

の様子を見て頂きながら、保育園の食事を味わ

ってもらいます。保護者の方にも少しだけ味見

してもらいます。ぜひ、体験してみませんか？ 

・毎月お楽しみプログラムと同日と第 4木曜日 

・先着２組まで 

・要予約（電話または口頭で） 

・費用 １食 250円 

＊離乳食は対応していません。 

「
め
だ
か
く
ら
ぶ
」
毎
日
開
催
中 

子どもにとって初めて出会う文化 

私たち豊玉保育園では「絵本」は子どもにとって初めて出会う文化だと

考えて大切にしています。絵本は素晴らしい文化です。編集者であり、児

童文学者の松居直さんは次のようにおっしゃっています。 

 

絵本は、豊かな“ことば”の宝庫です 
絵本の中には、詩人や作家や科学者が、選び抜き、工夫を重ね、考え抜

き、心をこめたことばで書かれた詩や物語や知識の世界がつまっていま

す。しかも１冊１冊、作者もテーマもちがっているわけですから、それこ

そ種々様々のことばの世界が語られています。絵本には、素晴らしい絵が

あるとともに、すばらしいことばがあるのです。 

絵本は、親と子を結ぶ心の広場です 
おとなであるお母さんと、はるかに幼い子どもとは、読み手と聞き手と

いう立場のちがいはありますが、心をしっかり通わせ合いながら、絵本の

世界を旅し、通り抜け、共通の楽しい体験をします。こういう形でのおと

なと幼児の精神的な共通体験は、本当に深く心に残り刻み込まれます。こ

うした共通の言葉と絵本体験を持っている親と子は、成長してもどこかに

通い合える、目の見えない絆を持っています。 

絵本は、おとなが子どもに読んであげる本です 
“絵本は、子どもに読ませる本ではなく、おとなが子どもに読んであげ

る本”だということが、絵本を考えるときの大前提です。また、おとなが

読んであげるからこそ、絵本は幼児の成長にかけがえのない、大切なかか

わりを持ち、重要な役割を果たすのです。 

「絵本の与えかた」松居 直著（福音館書店）より部分的に抜粋  

ぜひ絵本を子どもたちと楽しんでください！！ 

 

 

ふれあいランチを申し

込んだ方は、１歳児クラ

スで園児と一緒に食事を

しました。 


